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 私の経験から、実の娘一家との同居には、距離感を意識することがとても重要であると

いうことについてお話しします。 

 一人娘が嫁にいき、父と二人の気楽な生活も二年位で父が他界、ますます自由な一人住

いとなったのですが、二人目の孫が産まれる前に同居したいという娘一家、まあいずれそ

うなるだろうからと承諾、新しい生活が始まった。 

 人は実の娘と同居なんて一番良いと言うけれど、長く母子家庭だった私達にとっては、

何でも言いあえる関係つくりがアダとなり、言わなくても良いことまで言い合いイライラ

する生活の始まりだった。「ばあちゃーん」とノックもせずに部屋に来る孫、それをヒステ

リックに怒る娘。おもちゃやお菓子を買い与えても、娘の心持ち如何で、叱られる孫を見

るハメに。 

 そんな日常を変えようと、まず私が忙しいフリをすることにしました。忙しいので食事

は、娘が作ったものを食べ、食べたくなければ外食、自分の部屋は仕事場として、私の OK

がなければ来てはいけないと孫にも伝え、本当に困って SOSが出た時以外は、自分の部屋

以外の事は一切関知しないことにしました。文句も言わない、手出しもしない。三人目の

出産時には SOSも出て、堂々と手伝う、そんな距離感がお互いに気分よく生活できること

がお互いに判ってきました。 
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